
　日本近世文学研究の泰斗、中村幸彦先生は平成３

年８月に、先生が所蔵する図書資料を関西大学図書

館に譲渡される旨約束してくださった。平成１０年５

月７日、先生は長逝される。その年の７月、ご遺族

は生前のお約束に従い、ただちに学校法人関西大学

との間で、譲渡を前提とする寄託の覚書を交わされ

たのであった。

　関西大学は、この寄託された先生の旧蔵書を「中

村幸彦文庫」と名称して、平成１０年７月から関西大

学図書館内に保管し、これの特別利用については平

成１２年１２月より本学図書館ホームページ上で学内学

外のかたがたに案内してきた。

　平成１３年３月、ご遺族の本学に対する深いご理解

によって、先生の全蔵書が関西大学に譲渡されるこ

とになったのである。本学は同年３月１２日をもって、

図書館内に「中村幸彦文庫」を創設した。ここにご

遺族に深甚なる謝意を表するとともに、中村先生を

偲びつつ、あらためて「中村幸彦文庫」を紹介したい。

中村先生と関西大学

　中村幸彦先生は、兵庫県

の現・洲本市にて旧制の洲

本中学校を卒業。その後、

旧制高等学校、京都帝国大

学文学部を卒業し、同大学

大学院に進まれている。

　大学院在籍中に天理図書

館司書になられ、稀書目録

作成と綿屋文庫を担当。同館司書のとき、名著『古

義堂文庫目録』を編纂。先生はこの編纂目録を生涯

の学問、研究の基本としておられたという。天理図

書館司書研究員ののち、天理大学教授、九州大学教

授、同大学の文学部長を歴任されて、昭和４６年４月

関西大学文学部教授に着任されたのである。３７年

「戯作論」で文博。５６年に、第３２回「読売文学賞」

受賞。先生が日本近世文学研究に大きな足跡を残さ

れ、その集大成となった『中村幸彦著述集』（全１５

巻、中央公論社刊）の全巻完結を待たず６１年度「朝

日賞」を受賞。６２年には「大阪文化賞」を受賞され

ているが、聞くところによると、先生はこれらの後

にも先にもその他種々の栄誉受賞を固辞されていた。

　昭和４８年１０月から３年間、本学の図書館長をつと

められている。

　先生が在任当時の図書館は、古い建物で機能性が

乏しいうえに、蔵書の増加によって狭隘を極め、廊

下や図書館長室にまで書架を並べる始末になってい

た。しかも、昭和４０年代前半には全国的に学園紛争

がおこり、本学でも例外ではなく、学園紛争後の４０

年代後半は、図書館も新しい、より明確な構想をも

って出発しなければならない時期にもあった。また、

昭和４８年の一年間に、図書館長は目まぐるしく３回

交替した。見次―高尾―前田の３代館長のあとをう

けられたのが、第１０代館長の中村幸彦先生である。

　先生は図書館長就任の翌年９月、大学図書委員会

の下に図書館建築小委員会を設置して、新図書館構

想のための調査を開始されている。すなわち、昭和

６０年４月に開館した現在の総合図書館建設構想に着

手されたのである。その成果は、大学図書委員会の

名による「図書館建築調査報告書」（昭和５０年２月

２６日付）にまとめられ、これを全学的な委員会設置

の要請をこめて学長に提出されたのであった。かく

て、同年１２月に学長の諮問機関とする図書館総合計

画委員会が誕生し、各学部からの委員６名、学長推

薦の委員４名で構成され、中村先生は委員長となっ

て鋭意検討された。

　本学に図書館報『籍苑』誌を発刊したのも中村先

生である。その創刊号において、「去る（昭和５１年）

２月９日、第１回図書館総合計画委員会が開催され

活発かつ多様な論議がおこなわれた」「これに先立

ち、『図書館建築調査報告書』が図書委員会におい

てまとめられ」「学長に提出されたのは、昨年２月

であった。以来ちょうど１年、こゝに新しい図書館

への第１歩がふみだされたわけである。この委員会

によせる期待はまことに大きいといわねばならない。

　千里山本館と天六分館が創設されてからやがて半
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世紀になる。専門図書館もすでに１２年の歳月をかさ

ねた。その間、できる限りの増築、改修等によって

よくその任を果してきたが、いまは、全館的な機能

の限度に直面しているのである。のみならず、本学

の研究教育に対して、今後の図書館が担うべき役割

は更に大なるものがあるこというまでもない。抜本

的な構想と新図書館の建設が要望されるゆえんであ

り、この委員会の発足が、図書館はもとより本学に

とって重要な意義をもつゆえんである」と記されて

いて、中村先生が中心となってまとめた新図書館建

設構想が実現に向けて始動したのであった。

　この昭和５０年の報告書に盛られた構想の内容につ

いて、今まであまり紹介されることはなかった。こ

の機会に、新図書館すなわち現・総合図書館のゆる

ぎない構想の骨子部分を掲載し、先生の先見性の一

端として紹介しておきたい。

【新総合図書館機能（前掲「報告書」第５章より）】

�
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新総合図書館は昭和５８年２月に起工、５９年１０月竣工、

いわゆる“中村構想”から１０年後の６０年４月開館し

ているが、先生らが構想した「大学の学術情報のセ

ンターとなる」は、現在も本学図書館の基本理念と

して受け継がれ、このもとに各種施策を講じている

のである。

中村先生の息の長い研究

　中村幸彦先生は本学図書館長のとき、前掲新図書

館建築構想に着手し、私立大学図書館協会常任理事

校（昭和５０�５１年度）としての会務掌理と各種事業

をおさめるほか、多忙をきわめていたが、図書館の

古参の職員新人の職員を問わず、どの職員ともよく

会話された。夏休みの休館日を利用して図書館の全

職員で旅行する。先生はこれを大変楽しみにされて

いた。酒をくみかわしながら、小生らに「若い人達

はいいね。これからいくらでも勉強ができるのだか

ら」「（自然科学の抄録誌・索引誌のことに興味があ

ります。いずれ『籍苑』誌に、『化学総覧』か

��������	
��
���
�のことを書いてみたい、という

と）古い本のことでなくても、そんな新しい技術の

ことでもいい。何かこれはというものがあれば」と。

　また、「自分は図書館の司書が仕事の始まりです

よ。あなたがたと同じ世界だった。仕事をよくする

人は、その仕事に埋没してしまうかもしれない。そ

うならないために、あなたがたも、終生のテーマを

早めに持ったらよい。はじめは、どんな小さなこと

でもよいと思うよ。そのうちに、気構えを大きくし

ていけばね」と。

　本学の学生になった最初に与えられる書に『大

学』（関西大学編集刊行）があった。昭和４９年版に

先生が「学問への道標」と題して、「云っておくべ

きは、どの学問分野を選んでも、具体的な技術や知

識は違っても、対象の真実と価値を発見する能力は

同性質のものである一事である。一つの真実＝価値

を発見すべき対象がある。その為に必要な技術を身

につけて、様々の知識＝批判材料を集める。それを

吟味し配列し検討した上で、その対象を分析し批判

し価値づける。このことは、どの学問も同じであ

る」「しかし学問の道に入ったからとて、自然にそ

の能力が可能になるのではない。絶えざる学問の錬

磨によってこそである」「その努力あってこそ、学

問は始めて向上の一路と云える。などと新しい学生

諸君をおどすつもりではない。大学は学問をする処

に出来ている。諸君さえそのつもりなら、自然の流

れに沿って行きさえすれば、むつかしいことではな

い。気広く体豊かに浩然として、向上の一路を歩き

給え」「ここで云う学問とは、専門家即ち学者にな

る為のみの学問ではない。しかし学者の学問とて、

この埒外にあるものでは、決してない」と書かれて

いる。　

　同『大学』の昭和６０年版でインタビューに答えた

先生がいうには、「研究するところがいくら精緻で

微細のことであっても、気宇が大きくなければ、学

問にはなりません」とも。先生が、洲本市のご自宅
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で『中村幸彦著述集』第４巻に「近世小説史」をお

さめるため、すべて書き下ろしをされる執筆中のお

りであったという。インタビューには、現図書館長

の山野博史先生が、当時本学広報委員会委員として

『大学』に「学者訪問記」を掲載するために、昭和

５９年７月、洲本市のご自宅へ赴いてのことである。

　平成１１年６月７日付産経新聞に掲載された記事

「『角川古語大辭典』全五巻が完結」によっても、中

村先生は息の長い研究の仕事をされていることの一

端を知ることができる。「四十年間にわたって編さ

ん作業が続けられてきた『角川古語大辭典』全五巻

がこのほど完結した」「このような大辞典となった

のは、辞書作りの常識を超えた編さん方法（分担し

て専門とする作品、たとえば『道中膝栗毛』全編の

なかから自分でコトバを拾って記述するやり方）を

採用したからだという」「従来見逃されていた表現

など『発見』がどんどん辞典に吸収され、中辞典が

『大辭典』に成長せざるを得なくなった」「昨年五月、

近世国文学研究の第一人者の中村幸彦氏が亡くなり、

三人の編者は全員が故人に…。岡見正雄、阪倉篤義

の両氏ともども完結を見とどけた編者が一人もいな

いことが、これまでの長い年月を実感させる」とあ

る。

　また、関西大学名誉教授の谷沢永一先生は、學燈

�の『國文學』に追悼文を寄せている。１９９８年８月

号誌上「中村幸彦先生追悼」と題するもので、少し

長くなるが、その中の一部を掲げてみると、「先生

は近世文藝の歴史的な潮流と重層性の把握をほとん

ど完璧に見きわめられた。士太夫の漢学をはじめと

する伝統的な雅の世界と、浮世草子から俳諧を含む

俗の領域との対比を見さだめ、その視野は川柳なら

びに舌耕の分野にも及ぶ。雅と俗と、両者の並行と

交錯をたどる視野の拡大は、先生によってその見事

な範例が示された」

　「先生が志された文学研究の核心は、古典をみだ

りに近代の思潮にそって当世風の裁断に赴かない自

戒に発する。それぞれの作品が成立した時期におい

て、底流していた社会常識と人間観にさかのぼり、

同時代の風潮に即して解釈する姿勢である。すなわ

ち作品が呼びおこす文藝的な感銘の実質を、過去の

時代環境のなかに置き直して、追体験するための厳

密な考証を基礎とする」

　「中村先生における文藝研究の真骨頂は、或るひ

とつの作品が同時代の読者にとって、なにゆえ面白

く興味があると受けとられたか、その間の事情を究

明する考察であった。先生はそのあたりの急所を探

りあてるために、ながい年月をかけて心を砕かれ

た」ということである。

　以上の例として、平成１０年９月２５日付読売新聞に

掲載された、「関西大図書館に『中村幸彦文庫』」の

見出しによる記事のなかから、これもすこし長くな

るが紹介しておこう。その記事の後段である。

　「古書に詳しい関西大名誉教授の谷沢永一氏は中

村氏の業績を振り返り、“膨大な本を読むことによ

って、他の学者が見逃したことを発見した人”と語

る。例えば、『東海道中膝栗毛』の中に、作者の十

返舎一九が宿場の順番を間違えて書いている個所が

数か所ある。従来、なぜ一九が間違ったのかはなぞ

とされてきたが、中村氏は江戸時代に発行された旅

行案内の中に、同じ間違いをしている『諸国道中

記』を発見、一九が自ら旅をしたのではなく、同書

を下敷きに『東海道中膝栗毛』を書いたことを明ら

かにした。

　谷沢氏は“名著のたぐいだけを読んで研究したの

では、決して分からない真実があります。中村先生

が集められた本の多くは、『道中記』や『遊女評判

記』のような雑書なのですが、体系的な収集がなさ

れているのが特徴です。文学ばかりか、歴史学、社

会学、経済学など幅広い分野の研究者にとって、近

世社会の隅々までも知ることのできる宝庫になるの

ではないでしょうか”と話している」。

　なお、中村幸彦先生の年譜と著作（書誌）につい

ては、『中村幸彦著述集』第１５巻か、または関西大

学国文学会の紀要『國文學』第６８号（平成３年１２

月）により、詳しく知ることができる。

「中村幸彦文庫」の概要

　このように、中村幸彦先生が近世文学全般にわた

り雅俗両面から読みほぐされた膨大な図書資料は、

段ボール箱にして約１３００個。平成１０年７月３０日、先

生のご自宅の洲本市から、同年４月に開通した明石

海峡大橋を渡ってきた。そして、「中村幸彦文庫」

の名称のもとに、今、関西大学図書館の中にあるの

である。

　「中村幸彦文庫」は、その資料の多くを寄贈いた

だき、経年に譲渡されるものもある。全文庫の概要

は、天下の孤本とされる南宋版『書経注疏』のほか、

和漢籍、自筆ノート（大学ノート１５０冊余）、手沢本、

洋装本、雑誌類などである。
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　これら全文庫の図書資料を整理し目録を作成する

ためには、相当の年月を要するものと思われる。中

村幸彦先生は、蔵書を一括した文庫として、多くの

学内学外の研究者が利用できることを念願されてい

たので、図書館としては、未整理の図書資料ではあ

るが、本学図書館のホームページ上に公開して、中

村幸彦先生を広く顕彰するとともに、「特別の利用」

による便をはかることにした。

　洋装本は段ボール箱９２８箱。１箱に平均１５～１６冊

入っているものと思われるが、そのジャンルや全容

を把握するに至っていない。順次����データを

作成して、�����（関西大学蔵書検索システム）

によって提供していく計画である。

　一方、和漢籍についての概要は下記のとおりであ

り、参考までに、ホームページ上で検索できるリス

トを添付している。ただし同添付リストは、「中村

幸彦文庫」を関西大学に迎えたとき、点検用に作成

したものであって、いわゆる蔵書目録ではないこと

に留意していただく必要がある。書名等を適切に表

現できていないものもあるが、これをもって「中村

幸彦文庫」から資料を探し出す手がかりにしていた

だければよいかと思う。

　「中村幸彦文庫」資料の利用に際しては、以上の

点を留意のうえ、のちに掲げている利用案内にもと

づいて申請していただければ幸いである。

　　

�　「中村幸彦文庫」の概要（順不同）

　漢籍・漢詩文、仮名草子・浮世草子、談義本、随

筆、読本、黄表紙、滑稽本、人情本、実録、歌書、

俳諧、丸本、雑著、淡路関係書、など。

�　和漢籍のリスト

　関西大学図書館のホームページ

　���������		


��
��
����
����	����
�����������か

らアクセスしていただくと、「コレクション」より

上記�の概要の項目に従って一覧していただくこと

ができる。ただし、３：００����～９：００����および第

１土曜日はリストの表示ができないことにも留意い

ただくことになる。各種データベースの更新タイム

であるため、了承いただくほかない。

　また、���第１、第２水準以外の文字は、基本的

にカタカナ、■または＝に置き換えている。

�　展示したものから

　関西大学が平成１３年３月１２日付で正式に「中村幸

彦文庫」を創設した機会に、図書館において、春季

特別展「中村幸彦先生を偲んで」を５月２０日まで開

催した。そのおり展観に供したものを、その『展観

目録』から転載することによって、「中村幸彦文庫」

資料の一端として紹介しておくことにする。十数点

については、別途写真を添付しておいた。�
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『戯作論』（手沢本、１９６６）

「戯作論資料」（自筆ノート）

『都老子』（宝暦２年）

十返舎一九著『道中膝栗毛』（享和２～文化６年）

上田秋成著、中村幸彦校注『春雨物語』（手沢本、１９４７）

十返舎一九序『早見道中記』（文化２年）

上田秋成著『藤簍冊子』（文化４年）

『諸国道中記』（前川六左衛門等刊）
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「中村幸彦文庫」の利用について

　本学図書館内に設置した「中村幸彦文庫」は、規

程による特別の文庫であり、また規程による未整理

の図書資料にあたるため、その利用に制限があるこ

とをあらかじめご理解願いたいと思う。

　図書館ホームページに添付のリストに掲載してい

るものについて、学内ならびに学外の研究者に限り、

本学の規程にもとづき特別許可による閲覧ないしは

特別複写のみについて利用が認められている。館外

への貸出はできないので了承願いたい。

　○洋装本、ノート、および手沢本は、当面利用で

きない。

　○利用に際しては、本学図書館長あての特別閲覧

ないしは特別複写の利用申請書を提出していた

だき、許可を得ていただくことになっている。

あらかじめ所属の図書館を通じて、本学図書館

相互利用係（電話０６－６３６８－０２６５）へ連絡願う

必要がある。

　○本学図書館の開館日については、図書館ホーム

ページの「開館日程」を参照のこと。特別許可

申請に必要な様式（「貴重図書・準貴重図書閲

覧願」、「特別複写許可願」）も、同ホームペー

ジの「各種申請用紙一覧」から入手できる。

（図書館次長　ふなこし　かずひで）

９７

関西大学に「中村幸彦文庫」を創設

『書経注疏』（南宋版）

学生時代の「筆写ノート」


